
～海外人事を成功させる縹のノウハウ～

■グローバル化を人事からどう支えるか？

多くの企業で事業のグローバル化が進み，多国籍

企業化が進んでいる。そうした変化に人事は対応し

きれているだろうか。海外での現実を見てみると，

「採用」「育成」「リテンション」「評価」「登用」など，

人事・組織管理の多くの面で問題に直面している現

地法人の例が少なくないようだ。また，「人事制度や

教育施策のグローバル共通化」というテーマも注目

を集めつつあるが，具体的な方針を描ききれていな

い企業は多い。多国籍企業となる以上，人事が考え

るべきは，日本で働く人材だけではなく，海外現地

法人も含めたすべての人材の力を引き出し，企業の

成果に結び付けていくことだろう。本稿では，日系

多国籍企業の現地法人や，本社の人事部門が直面す

る人事・組織課題に対処していくうえで，持つべき

視点と方向性について概況およびマネジメントポイ

ントを整理した。「人事が経営のグローバル化を支え

る」という視点で，取り組んでいきたい。 （著者）

㈱リクルートマネジメントソリューションズ 組織行動研究所 主任研究員　　吉川　克彦
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